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社会学的社会運動論の国際的研究動向 

2010年代以降を中心に 

森 啓輔 

1．はじめに 

本論は2010年代以降の社会運動論（Social 

Movement Studies）の、英語圏における国際的 

な動向についてレビューするものである。若手 

研究者が積極的に国際誌に投稿することが常態 

化しつつある現在において、国際的研究動向を 

日本語で書くことの価値も低下しつつあるのが 

現状だろう。今後このようなレビューは需要の 

低下と共に消滅していくであろうことを認めつ 

つも、過渡期に現在を見据えつつ、本論では近 

年展開する社会運動論の動向についてレビュー 

していく。 

社会運動論の日本語圏における大きな動向を 

示すレビューは、2004年に出版された『社会 

運動の社会学』（大畑他編）以降、入門者向け 

の書籍（演西他2020）を除けば多くない。研 

究動向に関する論文に関しては、近年、政治学 

の視点から本田宏が社会運動論史を踏まえなが 

ら、政治学業界において展開する社会運動論に 

ついて考察している（本田2022)。本田は、政 

治学の社会運動研究者のヴラブリコヴァ・カテ 

リーナ（VrblIkova 2017）を導線にしつつ、社 

会学の社会運動論とは独立した形で政治学の社 

会運動論を論じている。他方、富永京子は、社 

会学の社会運動論を、隣接領域である政治学と 

文化人類学との関わりにおいて定位することを 

試みている（富永2021)。本田においても富永 

においても、専門分野内部に社会運動論を位置 

づける戦略としての貢献を確認することができ 

る一方、社会運動論そのものは雑誌の水準にお 

いても元来学際的である点は見過ごせないし1、 

そのような土壊で様々な共同研究が国際的に成 

されてきた分野ではなかっただろうか2。本レ 

ビューはこのような関心から社会科学領域にお 

ける社会運動論の大まかな動向を考察すること 

で、しばしば筆者が出会う、社会運動論の狭い 

下位分野のみをもってこれが社会運動論だと考 

えているような読者に対して、異なる展望を提 

供することができるものと考える。先行レ 

ビューによって政治学と文化人類学における社 

会運動論は既にレビューされているため、第二 

節ではまず、近年の社会科学領域全般における 

社会運動論の共通する興味関心についてまとめ 

ていく。次に第三節では、社会学の社会運動論 

でどのような研究動向が見られるのかを、いく 

つかのレビューに基づいて明らかにする0 さら 

に第四節では、主要な国際誌であるSocial 

Movement Studiesにおける最新の動向（2021-2023) 

について見ていこう。 

2.社会科学における社会運動論の 

研究動向 

本節では、社会学以外の社会科学分野におけ 

る社会運動論の研究動向について、学術論文を 

主たる対象としていくつかのハンドブックも用 

いつつまとめていく （Porta et al. 2015; Porta and 

Mattoni 2014; Roggeband and Kiandermans 2017)~ 

はじめに、社会運動論の社会科学領域におけ 
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る動向を見ていこう。表1は、1975年から2015 

年における英語圏での社会運動に関する論文の 

推移を、Google Scholarの検索結果に基づいて 

示したものである。この表を見ると、社会運動 

に関する研究論文は、社会科学において重要な下 

位分野になりつつあることが分かる（Roggeband 

and Klandermans 2017:2)～社会運動論の英語圏 

での研究は、社会学を中心として、政治学、人 

類学、歴史学、社会心理学、組織論、法学、コ 

ミユニケーション科学の領域で蓄積されている 

ことが分かる。 

比較対象として、日本語圏でも同様の傾向に 

ついてGoogle Scholarを用いて見ていこう （表 

2)3。日本語の社会運動に関する社会科学領域 

の論文数も、英語での検索と同様増加傾向にあ 

ることが分かるだろう。ただし、社会運動論の 

日本語圏での学習者は、英語圏と比較すると体 

系的な理解の機会に恵まれてきたとは言えない。 

国際的研究の動向のみならず、日本語でのハン 

ドブックやリーダーや学会誌でのレビューが相 

対的に少ないことは、学部や大学院教育におけ 

る社会運動論の体系的な理解の機会を逃すとい 

う意味において課題であり続けている。 

2.1 ‘共通関心】感情‘戦略・インターネット 

社会運動論に関しては、それぞれの学問領域 

において異なる関心がありつつも、Roggeband 

and Klandermans (2017:6-7）は、いくつかの点 

において昨今の共通する関心を以下のように見 

いだしている。 

表1 専門領域における社会運動に関する出版物数（1975-2025) 

1975-84 1985-94 1995-2004 2005-2015 

Sociology 6610 11700 35800 56200 

Political science 2000 5400 18900 29700 

Anthropology 1620 4120 14900 24900 

History 2650 8111 16800 I 17700 

Social psychology 1210 1940 5850 16900 

0rganization studies 50 133 719 5150 

Law/legal scholarship 77 451 1690 5480 

Communication sciences に
J
 26 131 864 

i.B典 (Roggcband and Kiandenrians 2017:3) 

表2 専門領域における社会運動に関する出版物数：日本語圏（1975-2023) 

1975-84 85194I ~ 95-2004. 2005-2014 2015-2023 

社会学 172 421 1150 2460 2860 

政治学 57 106 424 919 1200 

人類学 32 99 240 606 867 

歴史学 67 107 232 528 750 

心理学4 71 159 372 660 908 

組織論 38 77 152 239 262 

法学 102 143 437 728 1090 

コミュニケーション研究 3 6 26 88 128 

筆者作成。 
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ーつめの共通関心は、感情（emotions) であ 

る。アクティヴィスト個人への注月は、アイデ 

ンティティと感情への間いに接続される。社会 

学的アプローチは集合的アイデンティティにつ 

いて扱う傾向がある一方、社会心理学者は集合 

的アイデンティティと、アクティヴィスト個人 

のグループへの同一化（identification) 過程を 

慎重に区別する。人類学における意味構築の過 

程においても、社会的アイデンティティが運動 

参加を豊かにするさまや、集合的アイデンティ 

ティ形成における文化や「ハビトウス」の役割 

について分析される。 

感情と情動は、社会心理学や社会学、人類学 

研究において中心的な研究対象となってきてい 

る。社会学者はしばしぱ感情の戦略的な次元を 

対象とし、いかにしてアクティヴィストが諸個 

人を動員するために感情に訴えてきたのか、そ 

して諸個人が運動の中に留まるようにどのよう 

に感情を扱ってきたのかを問う。感情はここで 

は、アイデンティティ形成と交渉のための重要 

な構成的要素と見なされている。社会心理学者 

の視点では、アイデンティティは感情よりも重 

要な地位にある。グループへの同一化の強さは、 

人々がグループに基づいた感情をいかにして、 

どの程度経験するのかに影響を与える。人類学 

者も同様に、感情的振る舞いの文化的に特徴あ 

る側面について研究してきた。感情的・意味論 

的な文化的表現が考察の対象となるのだ。これ 

ら感情への注目が社会科学や社会運動論におい 

て注目を浴びている一方、政治学や組織論、法 

学の分野での感情への注目度は低い。 

二つめの共通点は、戦略と戦術（strategy and 

tactics) への関心である。社会運動の戦略と戦 

術的選択に関しては、政治学と社会学が注目し 

てきた。近年の諸アプローチは、戦略を構造と 

エージェンシーの双方に影響されたものとして 

理解しようと試みているC 構造主義的アプロー 

チが政治的機会構造（political opportunity）や 

運動文化などの構造的現象により主に構成され 

る一方、昨今の関係的アプローチ（relational 

approach) は、戦略を相互行為によって形成さ 

れるものとして注目する。 このことはまた、ア 

クティヴィストが必ずしも機会に応じて行動し 

ない理由や、彼らの最善の利益のために行動し 

ているように見えない理由を説明するのに役立 

つ。またコミユニケーション科学者は、社会運 

動が公衆に対して可視化され、運動の目標のた 

めの公衆の支援を得るために行われる特定のメ 

ディア戦略に注目する。組織論者は、企業と社 

会運動の間の戦略的な相互行為について研究し、 

いかにして諸戦略と対抗戦略が展開するのかに 

ついて考察する。また法学者は、法と裁判の行 

使を特定の社会運動戦略として分析する。 

三つめの共通点は、インターネットが社会運 

動において果たす役割についてである。これは 

主として、社会学とコミユニケーション科学に 

おいて論じられてきた。社会運動研究者は、デ 

ジタルメディアの登場が社会的アクティヴィズ 

ムを再形成してきたことを主張している。イン 

ターネットは新たな形式の集合行動や集合行為 

を可能としてきたからだ。同定可能な会員型組 

織による従来の主流の社会運動と比べると、よ 

り個人化されデジタル機器によって媒介された 

集合行為の編成は、しばしば規模が大きくより 

早く大規模化し、政治的標的を追跡したり、異 

なるイシューを架橋することを柔軟に可能とす 

る。インターネット ・コミュニケーション・テ 

クノロジー（ICT）を駆使することでアクティ 

ヴィストは、ウェブサイトやソーシャルメディ 

アのアカウントを作成したり、オルタナティブ 

なフォーラムを作り、彼ら彼女らの問題関心と 

目標についてより大規模の聴衆とのコミユニ 

ケーションを試みたりすることができる（Earl 

etal. 2010)。 

-327--



上記の3つの共通点は、社会科学領域全般の 

社会運動論の近年における共通項であった。以 

下では、社会学の社会運動論の動向について見 

ていこう。 

3．社会学の社会運動論の新動向 

次に、社会学の社会運動研究における2010 

年代の新動向を押さえていく。本節では、マス 

メディアと社会運動の関係についての研究、運 

動の戦略研究、そして欧米の社会学者による昨 

今展開が著しい研究について、Roggeband and 

Kiandermans (2017:14-32) を参考に見ていく。 

3.1.1.マスメディアと社会運動 

運動とメディアの関係に関する初期の研究は、 

メディアの政治経済（例えば、利益創出への焦 

点） と組織的プロセス（例えば、ジャーナリス 

トがどのようにニユースを識別し、カバーする 

か）が、抗議イベントの報道にどのように影響 

したかについて主に焦点を当てていた 

(McCarthy, McPhail, and Smith 1996: Myers and 

Caniglia 2004; Oliver and Meyer 1999; Smith et a!. 

2001)。他方で、新聞データをソースとして使 

用することに伴う方法論的な問題を強調してい 

る研究者もいる。たとえば、選択バイアス、つ 

まり、どのような出来事がニュース価値がある 

とみなされ、一般大衆に提示されるかを決定す 

るジャーナリズムの規範や職業上のプロセスを 

鑑みると、新聞は抗議活動に関するデータ源と 

しては不十分である（Earl et al. 2004; Strawn 2008)~ 

その結果社会学者たちは、運動とメディアの関 

係の他の側面に注目し、メディアがどのように 

社会運動組織の正統性を構築するのか（あるい 

は否定するのか）を分析したり （Rohlinger and 

Brown 2013; Sobier可 2010)、運動がどのように 

書籍、音楽、芸術などの様々な媒体を用いて集 

合的アイデンティティを育成し、動員を促進す 

るか（Roy 2010)、運動の視覚的表現がどの程 

度、アクティヴィストやアクティヴィズムに関 

する物語を強化、あるいはこれに挑戦しているか 

(Corrigall-Brown and Wilkes 2012; Doerr, Mattoni, 

and Teune 2013; Rohlinger and Bunnage 2015)、 

そして運動理念の拡散と隆盛におけるメディア 

（およびその他のアクター）の役割などを考察 

している（Andrews and Caren 2010; Bane寸ee 2013; 

Rohhnger and Klein 2012) ~ 

ICTは、アクティヴィストと一般大衆とのコ 

ミュニケーション方法を劇的に変化させた 

(Earl et a!. 2010)。アクティヴィストは、自分 

たちの問題や目標をより多くの聴衆に伝えるた 

めに、ウェブサイトやソーシャルメディア・ア 

カウントを開設したり、オルタナティブ・ 

フォーラムを作ったりすることができる 

(Bennett and Segerberg 2015; Earl et al. 2010)。 

ICTが魅力的なのは、アクティヴィストが自分 

たちの考えや問題を一般大衆に提示する方法を、 

より自由にコントロールできるからである 

(Lievrouw 2011)。もちろん、ICTは単独で機能 

するわけではない。アクティヴィストが仮想空 

間で流通させるアイデアが、適切な条件さえ整 

えば、主流メディアに取り上げられる可能性が 

あるという証拠がある（Rohlinger and Brown 

2013)。組織のウェブサイト、ソーシャル・メ 

ディア、オンライン・フォーラムは、動員にお 

いても重要な役割を果たしている（Earl et a!. 

2010)。 

ICTが参加コストや参入障壁を削減する一方 

で、社会学者たちは、ICTが運動のプロセスを 

覆すと普遍的に主張しているわけではない（レ 

ビューについてはEarl et al. (2010）を参照）。 

ICTが、リーダーシップ、組織化、動員、そし 

て集合的アイデンテイテイについての社会学者 

の思考に挑戦していることは明らかである 
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(Crossley 2015; Maney et al. 2015)。同様に、 ICT 

の出現は社会学とコミュニケーション‘スタ 

ディーズとの相互融合を加速させたが、Twitter 

やFacebookのような商業的なコミュニケーショ 

ン構造がいかにアクティビズムを阻害している 

か、あるいは新しいテクノロジーによって根本 

的に変化しているかどうかについては、ほとん 

ど合意が得られていない。これらの議論がどの 

ように解決されるかは、研究者が社会運動現象 

をどのように概念化し、研究するかに影響する 

ため、重要である（Monterde et al. 2015)。 

ICTが進化し続け、市民やアクティヴィスト 

がそれをどのように利用しているかを考えると、 

運動とメディアの関係は研究の機が熟している。 

例えば、ICTの台頭は、組織や運動のメッセー 

ジにとって重要な意味を持つかもしれない。組 

織レベルでは、研究者は、ソーシャルメディア 

が組織とその強さを成長させるのか、あるいは 

オンライン上の社会的つながりが、ますます複 

雑化する運動環境での生存をより困難にするの 

かを検討する必要がある。さらに重要なことは、 

ICTが個人の参加や政治変化に対する個人の理 

解にどのような影響を与えるかを研究者は検証 

する必要があるということである。メッセージ 

のレベルでは、ICTは運動のフレームや動員プ 

ロセスにおける使い方の性質を根本的に変える 

かもしれない。文字数制限のあるソーシャル, 

メディア・プラットフォームは、より精級でな 

いフレームを奨励し、おそらくは、アクティ 

ヴィストが自分たちのアイデアをトレンドに乗 

せ続けようとするため、メッセージングをより 

実験的に使うようになる。さらに、トレンドを 

維持しようとする努力は、積極的にコンテンツ 

を検閲するフェイスブックのような人気プラッ 

トフォームの商業的な要請によって支援される 

（あるいは阻害される）かもしれない。 

3.1.2．戦略研究 

戦略は社会運動の生命線である。しかし、つ 

い最近までその研究は控えめであった（レ 

ビューは（Maney d al. 2015))。戦略に対する 

現在の学術的アプローチは統合的であり、戦略 

が構造と主体性の両方からどのように影響を受 

けているかを考察している（McCammon 2012)~ 

戦略を研究するための支配的なアプローチが出 

現するかどうかはまだ不明である。現在の研究 

では、ミクロ、メゾ、マクロレベルのそれぞれ 

の意思決定に焦点が当てられている。例えば 

Jasper (2004, 2012）は、エージェンシーと個人 

の意思決定の重要性を強調している。Jasper は、 

ジレンマ、つまり潜在的なリスク、コスト、利 

益の選択に、アクティヴィストが何度も直面す 

ることを明らかにするため、社会学者は選択ポ 

イント （choice points）を分析すべきだと主張 

している。この視点の価値は、より一般的な戦 

略に光を当て、運動目標に反しているように見 

える行動を説明することであるとJasper は示唆 

する。さらに、個人の意思決定に注目すること 

で、アクティヴィストはある時点の自らの選択 

の結果を知りうることができない、ということ 

を学者たちに思い起こさせる。彼らができるの 

は、こうした結果を遡及的に追跡し、現在の組 

織的・政治的現実に照らして過去の決定の意味 

を検討することだけである。 

対照的に、Fligstein and McAdam (2012）は 

メゾレベルのアプローチを採用し、「戦略的行 

為フィールド（strategic action fields)」 に焦点 

を当てている。そこでは、個人や集団のアク 

ターが「フィールドの目的、フィールドにおけ 

る関係性（誰が権力を持ち、なぜ権カを持つの 

かを含む）、フィールドのルールに関する一連 

の共通理解のもとで、互いの知識をもって」相 

互作用している。この視点は、運動アクターが 

現状を強化する時、あるいはこれに挑戦する時 
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の、フィールドの安定性と変化の両方を説明す 

ることを可能にすると彼らは主張する。フィー 

ルドは通常、比較的安定している。しかし、経 

済衰退のような「外的衝撃」が、戦略的行為 

フィールドに「断裂」(Sewell 1996）を弓は起 

こし、相互作用の秩序（とその結果）が疑間視 

されることがある。未確定なフィールドは創造 

的なイノベーションを生み出すのに適している 

が、戦略的な意思決定をより困難にする。例え 

ば、Armstrong (2005）は、サンフランシスコ 

のゲイとレズビアンの組織は、フィールドが流 

動的であったときに、フレームを選択し、戦略 

的に行動することが困難であったことを明らか 

にしている。 

注目すべきは、戦略的行為フィールド理論が、 

社会学者と経営学者に共通する新制度主義に大 

きく依存している点である。新制度論は、行為 

者をより大きな行為フィールドの中に位置づけ 

ることで、個人や組織の行動の規則性を説明す 

るものであり、行為フィールドを、多かれ少な 

かれ力を持つ行為者間の関係のネットワークで 

構成される構造化された社会空間として概念化 

する。また、あるフィールドで活動するアク 

ターは特定の価値や利益を志向し、これらの価 

値が蓄積される 「ゲームのルール」 に合意して 

いるため、フィールドの秩序は比較的首尾一貫 

していると主張し、フィールドの外部にあるカ 

が「ゲームのルール」 やフィールドのアウト 

プットに影響を与えうることを示唆している 

(DiMaggio and Powell 1983)。新制度論者が、 

あるフィールドの組織が互いに似てくる過程 

伯cott 2003; Zucker 1987)、つまり同型性を強調 

することが多いのに対して、戦略的行為フイー 

ルド理論は、いつ（そしてなぜ）制度的変化が 

起こるのかを重視する。このように、戦略研究 

は社会運動のミクロ・メゾ領域において、新た 

な展開として現れてきている。 

3.2.ョーロッパとアメリカ 

社会運動を研究するアメリカの社会学者たち 

は、ョーロッパの研究者たちから孤立している。 

この分野を統一しようとする大西洋を越えた努 

力はあったが、アメリカの学者たちがアメリカ 

の運動とそのアメリカの文脈への影響について 

のみ理論化することに固執し、ョーロッパの学 

問が簡単に分類されない傾向があるため、進展 

は遅れている（Roggeband and Kiandermans 2017 

23)。とはいえ、ョーロッパの社会運動研究が 

アメリカの研究とは異なる点は少なくとも3つ 

あり、言及に値する。第一に、ョーロッパの学 

者は日常的に比較分析を行っている（Ancelovici 

2016; Giugni and Lorenzini 2016; Neveu 2022; 

Porta 2014）が、アメリカの動向は不明確であ 

る。例えば、アメリカの学者は、ある歴史的瞬 

間において、志を同じくする社会運動グループ 

(Benford 1993; Blee 2002; Staggenborg 1991) や 

対立する運動組織が互いにどのように反応しあ 

うかを比較することがある（Rohlinger 2014)。 

これとは対照的に、ョーロッパの研究者たちは、 

国を超えた文脈の中で、極右政治界で活動する運 

動間の類似性を日常的に考察している（Calani and 

Borni 2022; Kiandermans and Mayer 2006; Rydgren 

2012)。第二に、ョーロッパの研究者は一貫し 

て社会心理学的アプローチを用いて社会運動と 

それに参加する人々を研究しており、政治的社 

会化、コミットメント、政治文化が個人の集合 

行為への参加意欲にどのような影響を与えるか 

について、アメリカの研究者よりも徹底的な理 

解を生み出している（Accornero and Fillieule 2016; 

Klandermans 2014)。例えば、van Leeuwen ら（Leeuwen, 

Stekelenburg, and Klandermans 2016）は、デモ参 

加者のデモ発生時の認識が、彼らの将来的な集 

合行為への参加意欲をどのように形成するかを 

分析している。第三に、ョーロッパの研究者た 

ちは一貰して、社会運動の分析において権力を 
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目に見える変数としている。他方、アメリカの 

社会学者たちは、限られた権力しか持たない挑 

戦者たちがどのように制度変革に影響を与える 

かに関心を寄せているものの、権力は遍在する 

不変のものとして扱うことが多い（Accomero 

and Fillieule 2016)。 

ョーロッパにおける展開のひとつは、社会運 

動の拡散（山ffusion) の特定化が進んでいるこ 

とである。例えば、Mattoni and della Porta (2014) 

は、その編著の中で「厚い」拡散と「薄い」拡 

散を区別し、これらの違いが運動の継続性や政 

治的文脈を超えた思想や戦術の伝達にとって何 

を意味するのかを概説している。厚い拡散は、 

組織、人、技術を通じてアイデアや戦術を広め 

る。具体的には、濃厚な拡散は、濃密な組織 

ネットワーク、アクティヴィストのメーリング 

リストやウェブサイト、アイデアや戦術を議論 

し発展させるための年に一度の顔を合わせた集 

まりに依存し、それらは時間と空間を越えて伝 

達される。対照的に、薄い拡散は、戦術のレ 

パートリー、フレーム、アイデアを拡散するた 

めに、（組織ではなく）個々のアクティヴィス 

ト、フェイスブックなどの商業的なソーシャル 

メディア・プラットフォーム、不定期の会合に 

依存している。その結果、薄い拡散は「リゾー 

ム的」、つまり非直線的で反復的であり、誰が 

創発的な実践を伝達し、誰がそれを採用するか 

の境界を暖昧にする（リゾームの概念を社会運 

動に適用した別の例として、Khasnabish (2013) 

を参照）。 

4. Social Movement Studies M 

最新動向2021-23 

前節まで、2010年代以降の社会学の社会運 

動論の研究動向を見てきた。本節では、ョー 

ロッパを拠点とする社会運動論の国際誌である 

Social Movement Studies誌の2021 - 23年10月現 

在（20 - 22号）の論文（N=120）を対象とし 

ながら、最新の動向を分析する。動向をつかむ 

ために、掲載論文を出版年、存在論／認識論、 

理論5、方法、対象に分けて筆者がコーディン 

グした。 

4.1 .特集の傾向 

同誌においては定期的に特集が組まれており、 

それが動向の母数に一部影響していると思われ 

るが、最新の研究動向をまとまった形で確認す 

るための良い機会として読者に提供されている。 

2021年20 巻2号では、特集「Conceptualizing 

the Context of Collective Action: Field, Space, 

紅ena」 において、社会運動のミクロからマク 

ロレベルにおける空間的理論が検討されている 

(Daphi and Zimmermann 2021; Galan and Fersch 

2021; G6pffarth 2021; Nadal 2021; Nah 2021; 

Orofino 2021)。同巻3号では、[Prefiguration ー 

Co-optation - Simulation: Movements and Activism 

beyond Post-politics」 特集が組まれ、予示的政 

治や社会運動の創造性についての論文が掲載さ 

れている（Deflorian 2021; MacGregor 2021; Moor, 

Catney, and Doherty 2021; Novak 2021; Pellizzoni 

2021; Varvarousis, Asara, and Akbulut 2021)~ 

2022年21巻1-2合併号では「The Politics of 

Alliances. The Making and Breaking of Social 

Movement Coalitions」特集が組まれ、社会運動 

間の連携や同盟研究の最先端を垣間見ることが 

できる(Atac and Steinhilper 2022; Carvallo 2022; 

Daphi, Anderl, and Deitelhoff 2022; Montgomery 

and Baglioni 2022; Portos and Carvalho 2022; Rone 

2022; Satoh, Fung, and Moni 2022; Teixeira and 

Motta 2022; Wienkoop 2022) ~ 

2023年器巻3号では「Re-imagining Democracy! 

Legacy, Impact and Lessons of Spain's 15-M 

Movement」 特集が組まれ、社会労働党政権の 
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緊縮財政に抗議するスペインの 「15M （キンセ・エ 

メ）運動」についての論文が提出されている 

(Agenjo-Calderon, Moral-Espin, and Clemente-

Pereiro 2023; Barbas and Trer6 2023; Calvo and 

Echeverria 2023; Consejero and Janoschka 2023; 

Diz, Est6vez, and Martinez-Buj自n 2023; Fominaya 

and Feenstra 2023; Jim6nez-Shnchez and Garcia-

hspIn 2023; Nez 2023; Romanos. Sola, and 

Rendueles 2023)。また同巻5-6合併号では、 

rHybrid Protest Logics and Relational Dynamics 

Networked Movements in Asia」 特集が組まれ、 

台湾、香港、インドネシア、タイ、中国におけ 

る社会運動の大規模動員を対象とした、関係論 

的アプローチに基づく論文が紹介されている 

(Caraway 2023; Cassegard 2022; Choi 2023; Ho 

2023; Jung 2023; Liang and Lee 2023; Liu and Liu 

2023; Ma and Cheng 2021; Thompson and Cheng 

2023; Yuen and Tang 2023)。上記のように、同 

誌の特集は、昨今の社会運動論において関心が 

高い理論的アプローチや、運動が隆盛している 

／いた地域を対象として設定される傾向にある。 

4.2．方法論的傾向 

方法論的な拡がりについてはどうだるうか。 

筆者が論文を方法論別にコーディングしたのが 

表3である。同誌は基本的には、定性的研究の 

論文が一貰して多い傾向にある（表3)。次い 

で定量的研究が多く、近年混合研究法が増加傾 

向にある。これらの3分類は大まかな分類であ 

り、それぞれの方法内部で、複数の方法論が組 

み合わされて使われていることが多い。 

定性的研究をより細かく見ていくと、インタ 

ビュー調査（母集団は研究によって多岐にわた 

る）、事例研究、ドキュメント分析、言説分析、 

（非）参与観察、フィールドワーク、エスノグ 

ラフィー、グラウンデッド・セオリー、質的比較分析 

(QcA)、過程追跡法（process tiacing method)、 

理論分析、メディア分析（SNS ・運動ドキュメ 

ント ・新聞‘雑誌）、ビデオ分析などが挙げら 

れている。特にインタビュー調査(N=36)、事 

例研究（N=16)、ドキュメント分析（N=12）が、 

手法として最も多く採用されている。また、イ 

ンタビュー調査は、事例研究やドキュメント分 

析と併用されている。 

定量的研究を細かく見ていくと、パネル調査、 

現地でのパネル調査、SNSのコーパス分析、イ 

ベント分析、時系列分析、社会ネットワーク分 

析などで、その多くが多変量解析法（ロジス 

テック回帰、SEM なと’）を分析手法として用 

いていることがわかる。最も採用されているの 

はパネル調査（N=7）で、次いでSNSのコーパ 

ス分析（N=6)、イベント分析（N=2） となった。 

混合研究法を採用した研究では、定性的・定 

量的研究を併用した研究が大半をしめており、 

上記研究手法の幅広い組み合わせが見られた。 

とりわけ実験的で興味深いものとしては、コぺ 

ンハーゲンの公衆の前で介入実験を行い、それ 

をビデオで録画した後、公衆の反応を事後分析 

することで、アクティヴィズムの従来のレパー 

トリーと創造的なレパートリーの効果の差異を 

表3 方法論の3 大分類 

巻（出版年） 20 (2021年） 21 (2022年） 22 (2023年） 合計 

定性的 34 (89%) 28 (68%) 26 (63%) 88 

定量的 3 (8v) 10 (24%) 7 (17%) 20 

混合研究法 1 (3%) 3 (7%) 8 (20%) 12 

合計 38 (100%) 41 (100%) 41 (100%) 120 
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検証するというものがある（Duncombe and Harrebye 

2022)。また、上述の2023年22巻5一6合併号にお 

ける [Hybrid Protest Logics and Relational Dynamics] 

特集では、混合研究法が多く採用されていた。 

デモや集会現場におけるランダムサンプリング 

を用いたインタビュー対象の選定や、現場での 

直接的なパネル調査に基づいた共同研究などが 

なされている。研究コストこそ低くはないもの 

の、定陛・定量的研究を統合した包括的な大規 

模動員に対する調査設計としては魅力的である。 

43．理論的傾向 

理論的な傾向についてはどうだろうか。社会 

運動論は周知の通り、集合行動論の批判から生 

起した個人の合理的選択を基盤にした資源動員 

論や政治過程論が、主流の理論的立場となって 

きた。これら諸論は、それまで主流だった集合 

行動論が想定していた人間の非合理的であり一 

時的な集合行為としての社会運動という仮説に 

対し、アフリカ系アメリカ人らが戦略的かつ持 

続的に展開する公民権運動を対象とするなかで 

集合行動論に対する対立仮説として提示された 

ものであり、その後他の運動分析にも有力な仮 

説として採用されていくことになる（Buecheler 

1990; Minkoff 1999; Piven and Cloward 1978)～そ 

こでは、運動行為者がどのような戦略を創造す 

るのか、動員にどのような資源が必要か、運動 

が挑戦する社会構造の強度は如何なるものか 

（機会構造）、運動の呼びかけは公衆にどのよう 

に伝えられるのか／伝わるのか（フレーミン 

グ）、などの下位概念が注目され、経験的研究 

に採用されていった。 

これら構造的アプローチは、1990年代に文 

化的アプローチに批判を受けることになる。 

Ja叩er (1997, 2012）などによる文化的アプロー 

チは、構造的アプローチは構造的バイアスを抱 

えており、行為者のエージェンシーやミクロ動 

態を看過していると批判した。構造的アプロー 

チは文化的アプローチによる批判により修正さ 

れ、「たたかいの動態（dynamics of contention)] 

論や、「たたかいの政治6 (contentious politics)] 

論のような、マクロ・メゾ・ミクロレベルを架 

橋するような関係論的アプローチに移行してい 

く。 

しかしこれに対しても文化的アプローチは、 

構造的アプローチが、感情や情動を因果関係の 

主要な変数とみなしていないとして批判を展開 

しつつ新たな理論形成を試みており、これらア 

プローチは理論的緊張関係にある。他方、この 

緊張関係が社会運動論を盛り上げる要因にも 

なっており、参入しやすいインフラにもなって 

いる。他方で、構造的一文化的アプローチに含 

まれない諸理論は、参入が難にしくなる傾向があ 

ると思われる。 

以上を踏まえつつ、存在論的／認識論的傾向 

を明らかにするために、研究のなかでこれを明 

示的に表明したものに限り、存在論的／認識論 

的傾向の大分類についてみていく （N=66、全 

体の55%)。最も多いのは、構造的アプローチ 

である 「たたかいの政治」(contentious politics) 

論であり （N=27)、次いで文化的アプローチ 

(N=14)、ジェンダー／フエミニズム研究（N=6) 

となっている。 

次に、理論的傾向について見ていく。理論の 

研究への適用については、多くの研究は複数の 

理論的基盤を参照しているため、該当論文にお 

いて最も中心的に扱われている理論を参照し、 

コーディングした（N=120)。最も多いのは、 

連携／同盟論（coalition) (N=11）で、次いで 

フレーム分析（N=9)、動員構造（N=8)、感情 

(N=8)、メディア理論（N=8)、ポリシング／ 

抑圧論（N=6)、民主主義論（N=6)、予示的政 

治論（N=5)、戦略論（N=4)、空間論（フィー 

ルド’アリーナ‘スペース・マルクス主義） 
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(N=4)、関係論的アプローチ（N=3)、沈静期 

構造（abeyance structure) (N=2)、カ)スマ論 

(N=2)、ジェンダー論（N=2)、記憶・集合的 

アイデンティティ （N=2)、新自由主義批判 

(N=2)、機会構造論（N=2）などとなっている。 

構造的／文化的アプローチには直接的には含ま 

れないものとしては、コモンズ論、言説分析、 

インターセクショナリティ、グラムシ主義サバ 

ルタン論、寡頭政治論、後期近代的主体論、遷 

移分析、社会運動のスクーリング論、持続的唯 

物論などがあった（それぞれN=1)~ 

5，まとめ 

本論では第ーに、社会運動論の社会科学にお 

ける大局的な動向について、英語圏と日本語圏 

において検討した。サンプリングの母集団が 

Google Scholarに限定されてはいたものの、大 

局的には社会運動論の学術論文は増加傾向にあ 

ることが確かめられた。第二に、社会科学領域 

の社会運動論の近年の共通関心について考察し 

た。社会科学領域においては、社会連動の感情、 

戦略と戦術、インターネットの役割についての 

共通する関心が見られた。これは、現代社会の 

変化とも関連する関心と接続された形で登場し 

たものと言えるだろう。第三に、社会学の社会 

運動論の動向について、いくつかのハンドブッ 

クを用いて考察した。社会学の社会運動論も社 

会科学の動向と同じく、マスメディアと社会運 

動の関係性や、社会運動の戦略研究を主要な関 

心としてきていることが分かった。欧米圏の動 

向を踏まえた上で、日本の社会運動論の蓄積は 

どの方向に向かっているのかについて考察する 

ことも、課題として見えてきた。第四に、主要 

な国際誌であるSocial Movement Studiesの最新 

の動向（2021-23）について分析した。同誌に 

おいては、定期的に特集が組まれており、それ 

は方法論的な新展開を検討するものから、特定 

の地域で近年展開した／している大規模動員に 

関する特集が組まれていることが分かった。ま 

た、同誌は、方法論的には定性的研究が強い傾 

向が見られた。さらに、理論的には、社会運動 

論の構造的アプローチと文化的アプローチが主 

流であったたが、それに当てはまらない社会理 

論を動員した研究も見られた。本レビューの限界 

としては、Social Movement Studiesと双壁である 

Mobilization誌のレビューを行っていないため、 

アメリカを中心とした社会運動研究の動向につ 

いてはおろそかになっている点が挙げられる。 

この点については、今後の課題としたい。 
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例えば、International Sociological Associationの 

社会運動RC47 ・48 に関しても、Intern計ional 

Pollical Science AssociationのRC と共同で部会 

を設置することが少なくないし、パネル調査や 

国際共同研究においては、社会学者以外の社会 

科学者と共同研究を行うことがむしろ常態では 

ないか。 

この点については富永自身が、学際的な社会 

運動研究者としての自己の位置から、あえて社 

会学における社会運動論を、政治学と文化人類 

学における（とひとまず位置づけられている） 

研究群との対比における差異として析出する試 

みとも重なるものである（富永2021:33)。富 

永の分析は、学際的展開としての社会運動論と 

いう母集団における相対的差違を材料として、 

政治学と文化人類学の蓄積から反照的に社会学 

の社会運動論の独自性を説明する方向へと展開 

していく一方、本論では、学際的な共通論点の 

動向に加え、社会学の社会運動論そのものの展 

開にむしろ注目していきたい。行き着く先は同 

じかもしれないが、社会運動論的に述べるなら 

ば、レビューにおける 「競合者」（道場・成 

2004: 4） としての役割を本論は担いたいので 

ある。 

Google Scholarを用いて、社会運動と他のディ 

シプリンについてAND検索で全索引検索を 

行った。日本語の場合は、社会学における「歴 

史学」 という単語の引用が傾向的に多いことか 

ら、「歴史学」 カテゴリーには歴史社会学的な 

研究もー部含まれていることに留意する必要が 

ある。Google Scholarでの検索結果は、おおよ 

その傾向を示すものである。そのため、当該 

ディシプリンの単語が出てきたからと言って、 

必ずしも当該ディシプリンの論文であるわけで 

はない。また、デジタル化に伴い近年の文献の 

ヒット数が増えているというバイアスの可清旨陛 

もあるため、諸変数を統制した値ではないこと 

に留意されたい。 

社会心理学を検索ワードとすると、極端にヒッ 

ト数が減るため、心理学を代替キーワードとし 



た。 6 Contentious politicsを「たたかいの政治」と邦 

理論に関しては、ーつの理論を参照するもの 訳し、いち早く翻訳書として紹介したのは、大 

だけではなく、複数の理論的関心から執筆して 畑裕嗣監訳による、シドニー・タロー『社会運 

いる論文も少なくなかった。コーディングに関 動の力一集合行為の比較社会学』(1998=2006 

しては、全ての理論的前提を補足したが、単純 年、彩流社）である。 

集計においては論文内で最も比重の高い理論の 

みを採用した。 
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